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I 正しくまをにお巧いいただくために 


ここに示したミ主意事項は、正しく安全に製品をお使い 
いただくために、またあなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するためのものです。よく理 
解して正しく安全にお使いください。 


A 警告 


この表示を無視した取り扱いをすると、人が 
死 t したり、重傷を負う可能性が想定される 
内容を示しています。 


A この表示を無視した取り扱いをすると、人が 

^ 傷害を負ラ可能性が想定される内容および 

物的損害の発生が予想される内容を示して 
います。 


A A 記号は、ま意を促す内容があることを告げるちの 
です(左図の場合は発熱を意)。 
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♦指定された電池 m がは使わないでください。 

♦電池の極性 (+/-) を逆に入れないでくださし、。 

♦表面の被膜び破れたり、はびれたりした電池 
を使用しないでください。 

♦電池の巧電、ショート、分解、加熱、および 
乂中.水中への投入は避けてください。また 
金属類と一緒に保管しないでください。 

♦万一電池び液漏れし、液び目に入った場合は、 
こず5ずにきれいな水で洗った後、直ちに医師 
にご相談ください。液び手やを服に付着した場 
合は、水でよく洗い流してください。また、液 
漏れの起こつた製品の使用は中止してください。 


I ご使用に際して I 

A フラッシュを人の目の近くで発光させないでく 
^ださい。 

目の近くでフラッシュを発光させると視力障害を起こ 
す原因となります。 

A 車などの運転者に向けてフラッシュを発光しな 
^いで < ださい。 

交通事故の原因となります。 

A フアインダーを通して太陽や強い光を見ないで 
<ださい。 

視力障害や失明の原因となります。 



電池の取り扱いを誤ると、液漏れによる周囲のミち損や、発熱 
や破裂による义災やケガの原因になりますので、次のことは 
お、ずお守り < ださい。 


A A A- A 


已 




正し < 安をにお使いいただ < ために（つづを) 


—么警告(つづき） 

カメラを濡5したり、濡れた手で操作したりしな 
いでください。内部に水び入った場合はすみやか 
に電池を抜き取り、使用を中止してください。 

使用を続けると、乂災や感電の原因となります。弊社 
アフターサービス窓□またはお買い求めの販売店に修 
理をご依頼ください。 

引义性の高いガスの巧満している中や、ガソリ 
ン、ベンジン、シンナーの近くで本製品を使用 
しないでください。また、お手入れの際にアル 
コール、ベンジン、シンナー等の引义性溶剤は 
使用しないでください。 

爆発や乂災の原因となります。 


A 電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を 
絶縁してください。 

/ ik 他の金属と接触すると発熱、破裂、発乂の原因となり 
ます。お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄す 
るか、 U サイクルしてください。 

® ご自分で分解、修理、改造をしないでください。 

内部には高圧部分びあり、触れると感電の原因となり 
A ます。修理や分解び必要な場合は、弊社アフターヴー 
心 ビス窓口またはお買い巧めの販売店にご連絡くださ 


^ 落下や損傷により内部、特にフラッシュ部び露 
^出した場合は、内部に触れないように電池を巧 
き、使用を中止してください。 

フラッシュ部には高電圧び加わっていますので、感電 


座を 底 底 
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の原因となります。またその他の部分ち使用を続ける 
と、感電、乂傷、ケガの原因となります。弊社アフタ 
ーサービス窓口またはお買い求めの販売店に修理をご 
依頼ください。 

A 幼児の□に入るような電池や小さい付属品は、 
^幼児の手の届かないところに保管してください。 

幼児び飲み込む原因となります。万一飲み込んだ場合 
は、直ちに医師にご相談ください。 

A 製品および付属品を、幼児•子供の手の届く節 
囲に放置しないで < ださい。 

幼児-テ供の近くでご使用になる場合は、細むのま意 
をはらってください。ケガや事故の原因となります。 


e 

A 


万一使用中に高熱、焦げ臭い、煙りび出るなど 
の異常を感じた5、すみやかに電池を巧を、使 
用を中止してください。電池も高温になってい 
ることびありますので、义傷には十分ま意して 
<ださい。 

使用を続けると感電、乂災、ケガの原因となります。 
興社アフターサービス窓□またはお買い求めの販売店 
に修理をご依頼ください。 
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正し < 安をにお使いいただ < ために（つづを) 


はじめに 


A を忌 

A 車のトランクやダッシュボードなど、高温やを 
一 湿になるところでの使用や保管を避けてくださ 
/^\ ぃ。 

外装び変形したり、電池の液漏れ、発熱、破裂による 
乂災、乂傷、ケガの原因となります。 

A レンズび前方に伸びた状態で、レンズ部分を持 
^たないで<ださい。 

しばらく操作をしないでいると、自動的にレンズび収 
納されます。手を触れていると、手をはさむ原因とな 
0ます。 

A 発光部に皮膚や物を密着させた状態で、フラッ 
シュを発光させないでください。 

発光時に発光部び熱<なり、乂傷の原因となります。 


このたびは、お買い上げありびとうございます。 

[ ZOOM 1目 Oc 」 は、約 4.3 倍のズームレンズを搭載しなびら 
ち、軽量-ル型ボディを実現した簡単操作のコンパクトカメ 
ラです。さまざまな機能を搭載し、幅広い撮影シーンで気軽 
にお使いいただけます。 


本夕中の マークに ついて 



撮影に不都合び生じる恐れのある事項など、特にを意いた 
ださたい内容び記されています。 

カメラの基本操作に加え、知っておいていたださたい事項 
び記されています。 


ご使用前に、この使用説明書をよくお読みいたださ、末永く 
この製品をご愛用ください。またお読みになったあとは、保 
証書、アフターサービスのご案内ととちに大切に保管してく 
ださい。 
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さ部ち赖 


カメラボディ 

* マークで記されている部分は触5ないでください。 


測光窓*** 測距窓^^* 



10 


途中巻さ戻しボタン （^ P .33) 


フラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタン 
(一 P .34 〜40、已〇〜己 3) 

セルフタイマー/連続撮影/ U モコン/アジャスト楼夕値 
、設定)ボタント P .42、 44、46、已1、已 3) 


メインスイッチ 
(一 P .18、23) 



ファインダー接眼窓= 
(一 P .13) 


ストラップ取り付け部 










































る部ち荷；（つづま) 


説明のためすベての表示を点灯させて 

' - 》 し'\丈 Q 。 


曰付-時刻表示 
(一 P .20) 


電池容量表术 
(一 P .18) 


フイルムカウンター 
(一 P .22、32、33) 




AUTO 


フラッシュモード表示 
\自動発光（一 P .36) 
4^赤目軽減自動発光（^ド.37) 
4強制発光（^ド.3日） 

® 発光禁止（一 P .39) 

戸巧夜景ポートレートト P .40) 


フイルム送り表示 



イルム表术 
(一 P .22、32) 

1」モコン表示 
(一 P .46) 

連続撮影表示 
(一 P .44) 
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ファインダー 


緑ランプ（フォーカス表示） 

点 灯ーピントび合っています。 

すばやく点滅^被写体に近すざます。 

ゆつくり点滅一被写体にピントび合いません。 


フオーカスフレーム 


オレンジランプ（フラッシュ表/テ0 

点 灯ーフラッシュび発光します。 

すばやく点滅ーフラッシュび充電中です。 
ゆつくり点滅ーシャッター速度び遅くなつ 
ています（三脚などでカメ 
ラを固定してください)。 


近距離補正マーク 

巧 

近距離補正マーク 
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基本撮影早わかり 


全自動による基本撮影の早わかりを示しています。詳しくは 
参照ページをご覧ください。 


1メインスイッチを巧して、電源を入れまず 


(一 P .18) 
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5 ズームレバーを}甲して、撮りたいものの大きさを 
ミ夫めます（一 P .24) 



6 フォー カ スフレー ムの中に撮りたいものびあるこ 
とを5崔認して、シャッターボタンを巧しまず（一 
P .2 曰） 


ノ撮影び終わればフィルムび自動的に巻を戻ります 
ので、フイルムを取り出します卜 P .32) 


フイルムを途中で巻き戻す場合（一 P .33) 







1已 




















































ストラップの取り付け方 


図のようにして、ストラップを取り付けます。 



[ストラップの突起部分の使い方 

ストラップ突起部分の大き 
い方で電池室のふたを開け 
ることびでさます（一 
P .19)。 

また小さい方でカメラ底面 
の途中巻き戻しボタンを巧 
して、フイルムの途中巻を 
戻しびできまず（一 P .33)。 
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ケースの巧い方 


カメラケースの内側には 
リモコン用の収納ボケッ 
卜びついています。 

• U モコン収納時は、リモコン収 
納ポケットのみたを閉めて<だ 
さい。 



カメラをフラッシュ側か 5 
ケースに入れます。 


ストラップは、図のよラに 
ケースの穴に通して使いま 
す。 


ケースはベルトに通して 
使うこともでをまず。 



準備しましよう 
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電池容量を巧!認しまず 


お買い上げの際には、電池はすでに入つています。 


1メインスイッチを巧して電源を入れます。 

•電源び入ると、ズームレンズび前ちに伸び、レンズカバーび 



ム 液晶表示部内の電池容量表示を確認します。 


4!^び約2秒間点打 

(約2秒後に消灯します) 

一電池容量は十分でず。 


L がた！し I も气ソ 

AUTO Q ぶ 


|^@ご5' 

AUTO 




び撮影途中で点滅 
新しい電池をご用意くださ 

い。 この状態でもしばらく 
は撮影でさます。 


が撮影途中で点滅し、 
その他の表示び消な 
一新しい電池と交換してくだ 
さい（一19ぺージ）。 シヤ 

ッターは切れず撮影でさま 
せん。 



* 撮影の前には、必ず電池容量をご確認ください。 
•お買い上げのときに入っている電測ま、出荷時に入れられ 
たものですので、新品電池に比べて消耗び早くなることび 


あります。 
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電池を交換しまず 


電池は、 3VU チウム電池 CR123A または DL123A を 1 個 
使用します。 

1メインスイッチを巧して電源を切った後、ストラ 
ップについている大きい方の突起(一 P . 1目)で、 
電池室のふたを開けます。 

•電源び切れると、ズームレンズび収納され、レンズカバーび 
閉じます。 _ 


ム 電池室の内側 
の+—表示にし 
たびって電池を 
交換します。 


^電池室のふたを 
確実に閉じま 
す。 


♦電池を交換した後や入れ直した後は、曰付-時刻表示部 

に -び点滅します。このままの状態では曰付- 

時刻は写し込まれません。正しい曰付-時刻に設定してく 
ださい（一 P . 已0)。 

•メインスイッチを巧して何も表示されない場合は、まず電 
池の向さび正しいかどラかを確認して<ださい。それでち 
何ち表示されないとさは、電池を交換してください。 





準備しましよう 
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曰付-時刻を写し込みまず 


曰付や時刻を写真に写し込むことびでさます。 

1電源を入れたのち、日付•時刻写し込みボタンを 
巧して、印字内容を選びます。 



ち<§> &リ I 

0 J 〇 1 


く I 


•曰付-時刻写し込みボタンを巧すごとに、液晶表示部の曰 
付-時刻表示び次のよラに切り替わります。 

年月日 日時分 写し込みなし設定モード 

し！ r! ♦ 11 任 ？ G * .♦Sf と一 ! 

•曰付の年月曰の並べ替えは、已2ページを参照ください。 

•曰付-時刻は下図の^■の位置に写し込まれます。 


H •曰付-時刻や-び点滅しているとさは、写し込 

まれません。曰付と時刻を設定してください （-^ p . 己0)。 
•写し込み位置に、白色、黄色、オレンジ色などの明るい色 
のちのびあると、写し込んだ文字び読みに< <なります。 
•写し込みは次のコマに巻さ上げるとさに行われるので、最 
後のコマでは正しく写し込まれない場合びあります。 
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• フイルムを入れまず 


フイルムを入れて、基本撮影を行いましよラ。 

フイルム確認窓でフイルムび入つていないことを確認してか 
5裏ぶたを開けてください。 

1裏ぶた開放レバーをカチッと音びするまで}甲し下 
ばて、裏ぶたを開けまず。 


2 



フイルムを図のように入れます。 



このカメラはフイルムを入れると、不用意に裏ぶたが開か 
ないように裏ぶた開放レバーが□ックされます（セーフテイ 
□ツク機構）。 


藻 


H 


* 手ぶれびしにくくフラッシュ光もより遠くに届くに0 
4001^|上の高感度フィルムの使用をおすすめします。 

*ポラ□イドインスタントリバーサルフィルムは、巻き上 
げびラまくでさないことびありますので使用しないでくだ 
さい。 

•フィルムの出し入れは直射曰光を避けて行って<ださい。 
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基本撮影 















































1. フイルムを入れまず（つづを) 


•: i フイルムの巧端を 「 n - FILMTIP 」 マークの間に 
合わせます。 



•フィルムび浮さ上びらな 
いよラにセツトしてくだ 
さい。 


•フィルムの先端をカメラに入れ過ぎないようにしてください。 
先端び出過ぎたとさは、出た部分をゆっくり押し戻してくだ 
さい。 

4 裏ぶたをきっちり締めます。 

•フィルムび自動的に巻き上げられ、液表示部にび出ます。 
• __y び点滅しているとさは、フィルムび正しく巻さ上げられ 
ていません。裏ぶたを開けてフイ J レムを入れ直して<ださい。 
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• カメラをおえまず 


1メインスイッチを巧して電源を入れまず。 

•約日分じ(上何も操作しないとさは、レンズび本体内に収納さ 
れ、節電のため自動的に電源び切れます。 



厶 カメラをしっかり構えまず。 


レンズやフラッシュ、測距窓など、カメラの前面に 
指や髪、ストラップびかからないよラに。 



B •ズームレンズの伸びた部分を持たないでください。ピント 
びずれることびあります。 

•ズームレンズの動さをさまたげないで<ださい。 


基本撮影 
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• 撮りたいものの大まさを巧めます 


1 ファインダーをのぞきなが5、ズームレバーを操 
作して、撮りたいものの大きさをミ夫めます。 



T 側を押すと、より大さく写りますので人物のアップな 
どに便利です。（二望遠撮影） 



W 側を押すと、より広い範囲び写りますので、集合撮影 
などに便利です。（二広角撮影） 


^1 •ズームレバーを操作した時、シャッターび切れたよラな音 
^ びすることびありますび、これはズーム時にレンズを事前 
に移動させているためです。 
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. を自動で撮影しまず 


最初に電源を入れると、全自動で撮影でさるよラに設定され 
ています。シャッターボタンの半押しでフオーカスフレーム 
の中のわのに自動的にピントを合わせます。暗いとさや逆光 
のとさは自動的にフラッシュび発光します。 

1 ファインダーをのぞいて、フ オーカ スフレームを 
撮りたいものに合わせまず。 

フ オーカ スフ レーム 


緑ランプ 


厶 シャツターボタンを半}甲しして、ファインター横 
の緑ランプび点なした5、そのままシャツターボ 
タンを静かに押し込み撮影します。 

•シャツターボタンを半押しして、緑ランプび点打している間は、 
ピントと露出び一時的に固定されています。 

•暗いときには、 AF 補助光としてフラッシュび発光し、被写体 
を照らします。 


•シャッターボタンを軽く押すと、 シャッターボタン 

途中で少し止まるところびありま の r 半巧し」 

す。ここまで押すことを「半押し」 

といいます。 




基本撮影 


2已 
















































. を自動で撮影しまず（つづき) 


ランプ-オレンジランプについて 



緑ランプの点な 

ピントび合っていること 
を术します。 


オレンジランプの点な 

暗い時や逆光のときに、 
フラッシュび自動的に発 
光することを示します。 



緑ランプびすばやく点滅 

^被写体び近すざてピントび合い 
ません（シャッターは切れませ 
ん）。 


緑ランプびゆっくり点滅 

^被写体にピントび合いません 
(シャッターは切れます）。 



オレンジランプびすばや <点滅 

ーフラッシュび充電中です。点灯 
に変わるまで待ってから撮影し 
てください（すばやく点滅中は 
シャッターは切れません)。 


オレンジランプびゆっくり点滅 

^シャッター速度び遅くなり、手 
ぶれを起こします。三脚などで 
カメラを固定してください。 
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@りたいものび画面中央にないときは（フオーカス□ック撮影） 


撮りたいちのび画面中央にないとさやオートフオーカスの苦 
手な被写体(一 P.28 〜 29) を撮影する場合、フオーカス□ッ 
ク撮影（ピントを一時的に固定して撮影する)び便利です。 

1ピントを合わせたいものに フオー カ スフレー ムを 
合わせ、シャッターボタンを半巧しします。 

•オートフオーカスの苦手な被写体の場合は、ピントを合わせた 
いちのと同じ明るさで同じ距離にある別の被写体にフオーカス 
フレームを合わせ、 シャッ ターボタンを半押しします。 
•ファインダー横の緑ランプび点灯すると、ピントと露出び一時 
的に固定されます。 

•フオーカス□ックは何度でもやり直しできます。 


シヤッターボタン 



厶 構図をミ夫めて、そのままシャッターボタンを静か 
に巧し込んで撮影します。 



基本撮影 
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. を自動で撮影しまず（つづき) 


オートフオーカスの苦手な被写你 

このカメラでは、しソ下のよラな撮影条件ではピントび合わな 
いことびあります。このよラな場合は、撮りたいちのと同じ 
距離にある別のものにピントを一時的に固定してください 
(一 P.27 フオー カス□ック撮影)。 


青空や白壁など、被写体にコン 
トラスト（明暗差）のない場合 


繰り返しパターンび連続ずる場 



上記の場合、緑ランプびゆっくり点滅して、ピントび合わ 
ないことをお知らせします。この場合、カメラはじ(下の距 
離にピントを固定して撮影します。 

♦フラッシュび発光する場合 

一約 3m 〜目 m (焦点距離による）にピントび固定されます。 

♦フラッシュび発光しない場合 

^無限遠（非常に遠く）にピントび固定されます。 

*1: 繰り返しパターンの連続するちのの場合、緑ランプび 
すばやく点滅し、シャツターびされない場合わあります。 
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太陽のよラに明るずざる被写体 
や、水面などき！ 5 き！ 5 輝いてい 
る場合。 

明るい光源びフオーカスフレー 
ムのずぐ近くにある場合。 


1 _ jO 一 Oj 


緑ランプび点灯しますび、ピントび人物に合わず、明るい 
光源に合ラことびあります。 


遠くと近くに共存ずるものびあ 
る場合。 



緑ランプび点灯しますび、遠いライオンか、近くの才 U の 
どちらかにピントの合った写真になります。 


基本撮影 
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. を自動で撮影しまず（つづき) 


巧くのものを撮るとまは 

このカメラでは、 

焦点距離160麵（望遠）では 95 cm 
37.已 mm (広角）では 60 cm 

まで近づいて撮影でさます。 

上記!;(外の最短撮影距離は、焦点距離によって変化します。 

B •この距離より撮りたいわのに近づきすざると、ピントは合 
わず、緑ランプびすばやく点滅してお知らせします。シャ 
ッターは 切れません。 

•撮りたいものび極端にカメラに近い場合、緑ランプびゆっ 
くり点滅してシヤッターび切れることびありますび、ピン 
卜は合いません。 
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筋拒離補正マークの使い方 


被写体までの距離び短いと、ファインダーで見える範囲と実 
際に撮影される範囲との間にずれび生じます。そのよラな場 
合は近距離補正マークを使って、しソ下の要領で撮影して<だ 
さい。 

1ピントを合わせたい 
ちのをフ オーカ スフ 
レームの 中に合わせ、 

シャツターボタンを 
半}甲しします。 

2シャツターボタンを 
半}甲ししたまま、力 
メラを少しち上に向 
けて撮影します。 

•フィルムには近距離補正マ 
-クのち下側（■■の範囲） 

にあるものび写ります。 

•撮影距離び短いほど、また 
望遠側で撮影するほど、ず 
れの量は多<なります。最 
大にずれた場合、近距離補 
正マークの位置び写真の端 
になります。 



実際に撮影される節囲 


基本撮影 
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已.フイルムを取り出しまず 


最後のコマまで撮り終えると、ズームレンズび収納され、フ 
イルムは自動的に巻さ戻されます。巻さ戻し中は、フイルム 
カウンターの数字び36一 35 一 34一……と減っていさます。 


1液晶表示部のフイルムカウン 
ターび0になり Q び点滅し 
たら、 巻き戻しは終了です。 


ミ造 


ム 裏ぶた開放レバーを押し下げ、裏ぶたを開けてフ 
イルムを取り出します。 



H •巻き戻し中は セーフティ□ックが解除されますので、 裏ぶ 

たを開けないよラごを意<ださい。 

•すべての表示び点滅して巻さ戻しび途中で止まったとさ 
は、一度電池を抜いて入れ直してください。 

•フィ J レムの規定枚数しソ上撮影した場合(例えば、24枚撮り 
フィルムを使用しているときに2已枚じ(上撮影すること）、 
最後のコマは現像処理でカットされたり、曰付-時刻び正 
しく写し込まれない場合びあります。確実に撮影するには、 
規定枚数を撮影された後、フイルムを途中巻さ戻しするこ 
とをおすすめします。 
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フイルムを途中で卷を房すには 


ストラップについている小さい方の突起部分で、ボデ 
ィ底面の途中巻を戻しボタンを軽く}甲します。 



H 


>ボタンを強<押し込んだり、シャープペンシルやボールぺ 
ンなどの先のとびったちので押さないで<ださい。故障の 
原因となります。 


基本撮影 
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フラッシュ撮影方法が還べまず 


フラッシュ撮影方法（ニフラッシュモード）には下記のよラな 
種類びあり、フラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタ 
ンを押すたびに下記の順番で切り替わります。 



げ Q'_S 


AUTO 

I 

.<§> 


AUTO 




L ち 


<§> 


巧 


自動発光 （36 ページ） 

暗いとさや逆光時に自動的に発光します。 


赤目軽減自動発光 （37 ページ） 

フラッシュで人物の目び赤く写るのをやわらげ 
ます。 


強制発光 （38 ページ） 

フラッシュはぶ、ず発光します。顔にある影をやねら 
げたいとき、堂光な下での撮影時などに便利です。 

発光禁止 （39 ページ） 

フラッシュは発光しません。夜景撮影やフラッ 
シュ撮影び禁止されている場合などに便利です。 

夜景ポートレート （40 ページ） 

夜景を背景に人物撮影するとさなどに便利です。 
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•自動発光と赤目軽減自動発光の設定は、カメラの電源を切 
つた後でち保持されます。その他のフラッシュモードは自 
動発光または赤目軽減自動発光（前回設定していたち）に 
ちどります。 


フラッシュ光の届く節囲 


フラッシュ光の届く範囲はレンズの焦点距離とフィルムの感 
度によって変わります。下の範囲内で撮影してください。 



37.已 mm 

1 60 mm 

ISO 100 

0.6〜4.目 m 

日.9己〜2.日 m 

ISO 400 

日.6〜 9.2 m 

日.9己〜4.日 m 


「ネガカラーフィルム使用時」 


オレンジランプ（フラッシュランプ）の働き 


シャッターボタンを半押ししたとさにファインダー横のオレ 
ンジランプび点灯すると、フラッシュび発光します。 

オレンジランプびすばやく点滅 

^フラッシュび充電中です。点灯に変 
わるまでしばらく待ってください 
(フラッシュ充電時間は、新品電池 
で約0.日〜目.日秒です)。すばやく 
点滅中はシャッターは切れません。 

オレンジランプびゆっくり点滅 

ーシャッター速度び遅くなり、手ぶ 
れを起こします。三脚などでカメ 
ラを固定してください。ゆっくり 
点滅中はシャッターは切れます。 




応用撮影 


3已 



































フラッシュ撮影方法が選べまず（つづを) 


ち 自動発光させる（自動発光） 

暗いとさや逆光のとさに、フラッシュび自動的に発光します。 

1フラッシュモード/セレクト(修正位置還択)ボタ 
ンを}甲して A ミ。を表示させます。 



厶 シャッターボタンを静かに}甲し込んで撮影しまず。 
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f 目が赤く写るのをやわ目げる（赤目軽減自動発巧） 


暗い場所で人物のフラッシュ撮影をすると、目びホく写るこ 
とびあります（二赤目現象)。赤目軽減自動発光ではこの赤目 
現象をやわらげます。シャッターび切れる前にル光量のフラ 
ッシュび数回発光します(プ U 発光)。 

1フラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタ 
ンを巧して if を表示させます。 


2 







〇 


本発光 

* シャッターボタンを巧してからシャッターび切れるまでの 
間（約].已砂間）は、カメラを動かしたり、写される人び 
動かないよラを意してください。 


応用撮影 
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フラッシュ撮影方法が選べまず（つづを) 


ち iEJ ず発光させる（強制発光) 


明るい屋外で人物の顔に 
帽子の影びでさていると 
さや、堂光灯のついた明 
るい室内で撮影するとさ 
などに、フラッシュを必 
ず発光させることで、よ 
り美しい写真び撮れます。 

1フラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタ 
ンを巧してちを表示させまず。 
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ぷ）発がさせない（発光禁止) 

暗くてもフラッシュは発 
光しません。夕景-夜景 
の撮影や、美術館などフ 
ラッシュ撮影び禁止され 
ている場所での撮影時な 
どの場合に便利です。 


1フラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタ 
ンを巧して®を表示させまず。 


011 DATE 

010 [ 



2シャッターボタンを静かに巧し込んで撮影しまず。 

•暗いところではシャッター速度び遅くなり爆長] 0秒)、写真 
びブレやすくなります。フアインダー横のオレンジランプびゆ 
つくり点滅してお知らせしますので、云脚などでカメラをしつ 
かり固定してください。 




応用撮影 
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フラッシュ撮影方法が選べまず（つづを) 


ち夜景を背景に人物撮影（夜景ポートレート) 

背景の夜景ち人物を両方 
されいに写せます。シヤ 
ッター速度ち遅くなり、 

フラッシュも発光します。 


1フラッシュモード/セレクト(修正位置還択)ボタ 
ンを巧してを表示させまず。 




厶 シャッターボタンを静かに巧し込んで撮影しまず。 
•フラッシュは必ず発光します。またシャッターび切れる前に数 
回発光します(赤目軽減発光 ^P.37)。 

•シャッター速度び遅くなりますので(最長1秒)、兰脚などで力 
メラをしっかり固定してください。写される人にわ声をかけて、 
動かないよラに気を付けてわらラことをおすすめします。 
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* 人物の背景に明るい光(源）（ネオンなど)びあるときは、フォー 
カス □ックで人物にピン 卜を固定してから（一 P.27) 撮影して 
<ださい。 


応用撮影 
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e セルフタイ 7 —撮影がでをまず 


撮影者ち写真に入ることびでさますので、全員での記念撮影 
などに便利です。 

1 カメラを兰脚などに固定してか5、セルフタイマ 
-/ 連続撮影/リモコン/アジヤスト（数値設定)ボ 
タンを巧して、のを表示させます。 



ち <§> み || DATE 

〇 1 &P 0 


^ 11 


AUTO 


CD 


Q. 


15 


厶 シャッターボタンを半巧しし、緑ランプの点なを 
確認しまず。 

•シャッターボタンを半押しすると、ピントは固定されます。 
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〇シャッターボタンを静かに巧し込んで撮影しまず。 

•カメラ前面のセルフタイマー /U モコン作動表示ランプと液晶 
表示部の®び点滅し始め、約10砂後にシャッターび切れま 
す。シャッターび切れる直前にランプの点滅び早くなるので、 
シャッターの切れるタイミングびわかります。 

•撮影後は、通常撮影に戻ります。 



戸ご 5' 

TO ミ & 


いつ 


H I I 

て 


Q - 




H 


■セルフタイマー撮影を中止したいときは、シャッターび切 
れる前にセルフタイマー/連続撮影 /U モコン/アジャスト 
(数値設定)ボタンを押すか、メインスイッチを押して電源 
を切ってください。 

>カメラの正面に立ってシャッターボタンを巧さないでく 
ださい。 


応用撮影 
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鸟連続撮影がでをまず 


シャッターボタンを押し続けている間連続してシャッターび 
切れます。 

1セルフタイマー/連続撮影/リモコン/アジャスト 
(数値設定)ボタンを}甲して、国を表示させます。 



厶 シャッターボタンを半巧しし、緑ランプの点なを 
確認します。 
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3 シャッ ターボタンを}甲している間、 シャッ ターが 
切れ続けます（約 2.2 秒間隔)。 

•フラッシュ撮影の場合は、フラッシュの充電び完了してからシ 
ャッターび 切れます。 

•シャッターボタンから指を離すと連続撮影は中断されますび、 
連続撮影モードは設定されたままの状態です。連続撮影モード 
を解除するには、セルフタイマー/連続撮影 / U モコン/アジャ 
スト(数値設定)ボタンを巧して、 Qi を消打させます。 


応用撮影 



4已 
































リモコン撮影がでをまず 


付属のリモコン（旧リモコン RC -3) を使うと、カメラから離 
れたところからシャツターを切ることびでさます。撮影者も 
一緒に写りたいとさや、カメラブレを防ぐとさにもお使いく 
ださい。 



信号送信部 


2秒後撮影ボタン： 約2秒後にシャッターび 



旧 REMOTE CONTROL 

RC-3 


切れます。撮影をはその間に u モコンを隠し 
て写真に写ることびでさます。 


撮影ボタン： すぐにシャッターび切れます。 
シャッターを巧すタイ S ングび重要なシーン 
や、シャッターボタンを巧す振動によって力 
メラびブレることを防ぐ場合などにお使いく 
ださい。 

電池室 


1 カメラを兰脚などに固定してか5、セルフタイマ 
-/ 連続撮影/リモコン/アジヤスト（数値設定)ボ 
タンを}甲して、/を表示させます。 
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B •逆光時や堂光なの近く、極端に明るい場所では、リモコン 
撮影び可能な距離び短くなったり、 U モコン撮影びでさな 
いことびあります。 

•約8分じ(上カメラ、 U モコンを操作しないと、節電のため 
に電源び自動的に切れます。 


ム 図の節囲内で、リモコンの信号送信部をカメラに 
向け、2砂後撮影ボタン （2 S ) か撮影ボタン （♦) を 
巧しまず。 

*2 秒後撮影ボタンに S ) を 
巧した場合、カメラ前面 
のセルフタイ7— / U モコ 
ン作動表示ランプび点滅 
し始め、約2秒後にシャ 
ッターび 切れます。 

•撮影ボタン (*) を巧した 
とさは、ランプび]回点 
打してすぐにシャツター 
び切れます。 


* 撮影後わカメラは U モコン撮影の設定のままです。解除す 
るには、セルフタイマー/連続撮影/ U モコン/アジャスト 
(数値設定)ボタンを押して、を消灯させます。 


B •このカメラでは、 U モコン撮影時のフオーカス□ック撮影 
はでさません。 




応用撮影 
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リモコン撮影方法がでをまず（つづを) 


モコン用電池の交換 I 

U モコン用電池は、 U チウム電池 CR 2032を1個使用しま 
す。 U モコンのボタンを押してをシャッターび切れなくなつ 
たら、電池を交換してください。電池の寿命は約1日年です 
(お買い上げのとさの電池はそれより消耗び早くなることびあ 
0ます)。 

丄 ①の方向に巧しなび5、電池室を®の方向に引 
を出しまず。 




ム ちい電池を取り出し、 
+側を上にして新しい 
電池を入れます。 


電池室を元どおり確実 
にはめ込みます。 
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モコン用 U チウム電池は幼児の手の届かないところへ置 
いてください。万一飲み込んだ場合はただちに医師にご相 
談ください。 


応用撮影 
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曰付-時刻の修正方法 


電池を交換したり、入れ直した後(一 P .19) など、日付•時刻 
の修正び必要な場合は、の手順で行つてください。 

* 電池を交換した後や入れ直した後は、電源を入れると曰付-時刻 

表示部に . び点滅します。このままの状態では曰付- 

時刻は写し込まれません。 

•このカメラには2099年までの曰付び記憶されています。 


メインスイッチを巧して電 
源を入れまず。 


A 日付•時刻写し込みボタン 
を}甲して、液晶表示部 
に Sf とを表示させまず。 


3 


i S む)~ 



フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを巧します。 

• 「年」の数字び点滅して、修正可能であることを示します。 
•フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタンを巧すごと 
に、年"-月^曰~-時->分の順序で、点滅箇所び変わります。 


\ ち の！！ DATE 

1 JSL^OlOr 

••っコ^^, n 

1 t 

1 子 - 



已〇 


4 セルフタイマー/連続撮影/リモコン/アジャスト 
(数値設定)ボタン、または、ズームレバーを巧し 
て、点滅している数値を修正します。 

•巧し続けると、数値び早送りされます。 

•ズームレノく一 T 側を巧すと数値び大さくなり、 W 側を巧すと数 
値びルさくなります。 


\ ち <§> の ll DATE 

oijSLior 

，尸 

ム ター 

1 —— T 



5 他にち修正箇所びあるとをは v ：3、 4 の操作を繰り 
返しまず。 


6修正び終わった5、点滅している数字びなくなる 
までフラッシュモード/セレクト（修正位置選択) 
ボタンを}甲します。 

•しばらくすると 
液晶表示部は通常 
の表示にちどり、修 
正は完了です。 

•曰付-時刻写し込みボタ 
ンを押すか、シャッター： 

タン半巧しでち、修正を 
完了することびでさます 
(シャッターボタンを半 
巧ししたとさは、液晶表 
示部はすぐに通常の表示 
にちどります）。 



応用撮影 
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曰付の年月曰の並べ巧え 


「年月曰」の並びの順序を変えることびでさます。 


メインスイッチを巧して電 
源を入れます。 


A 日付•時刻写し込みボタン 
を}甲して、液晶表示部 
に Sf とを表示させまず。 


i S む)~ 



^フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを約2砂間巧します。 

• 「年月曰」びすベて点滅し、並べ誓えび可能であることを示 
します。 


\ ち の ） DATE 

1 a^oior 

^ 03 H 11^ 

ノ f — ^ 



已2 


4 セルフタイマー/連続撮影/リモコン/アジャスト 
(数値設定)ボタン、または、ズームレバーを巧し 
て、年月日の並び方を変えます。 

•ボタン（または、レバー）を押すごとに、年月曰~-月曰年^ 
曰月年の順で並び順を変えられます。 



年月日 月曰年 

23 H 1103^ 


曰月年 

II 側 . 


5 希望の並び順を選んだ5、フラッシュモード/セ 
レクト(修正位置選択)ボタンを}甲します。 


* しばら<すると 
液晶表示部は通常 
の表示にちどり、修 
正は完了です。 

* 曰付-時刻写し込みボ 
タンを押すか、シャッター 
ボタン半巧しでち、修 
正を完了することびで 
さます（シャッターボタ 
ンを半巧ししたとさは、 
液晶表示部はすぐに通 
常の表示にもどります)。 



応用撮影 
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取り扱い上のま意 


使用; IID /3 g!l < -^ し、て _ 

♦ このカメラの使用温度範囲 
は一10〜40むです。 

♦直射日光下の車内など、極度 
の高温下にカメラを放置しな 
いで < ださい。 

♦液晶表示は、低温下で反応び 
やや遅<なったり、高温下で 
表示び黒くなったりすることびありますび、常温に戻せば正 
常に作動します。 

♦湿度の高いところにカメラを放置しないでください。 

♦カメラに急激な温度変化を与えると内部に水滴を生じる危険 
性びあります。スキー場のよラな寒い屋外から暖かい室内に 
持ち込む場合は、寒い屋外でカメラをビニール袋に入れ、袋 
の中の空気を絞り出して密閉します。その後室内に持ち込み、 
周囲の温度になじませてからカメラを取り出してください。 

♦電池の性能は、低温下では低下します。寒いところでご使用 
になるとさは、カメラを保温しなびら撮影してください。海 
外旅行や寒いところでは、予備の電池を用意されることをお 
すすめします。なお、低温のために性能び低下した電池でを、 
常温に戻せば性能は回復します。 


そ也が篤 _ 

♦ カメラに強い衝撃をちえないでください。 

♦ このカメラは防水設計にはなっていません。海辺等で使用 
されるときは、水や砂びかからないよう特にミち意してくだ 
さい。水、砂、ホコリ、塩分等びカメラに残っていると、 
故障の原因になります。 

♦電池の容量び十分あるのにカメラび動かなくなったとさ、 
またはフィルムび入ったままシャッターび切れず、巻さ戻 
しをでさない場合、フィ J レムび取り出せないことびありま 
す。無理に取り出そうとせずに、フイルムを入れたまま、 
カメラをお買い上げのお店または弊社サービス窓□にお持 
ち < ださい。 


騰のしかた 


保管するときは、涼しく、乾燥していて、風通しのよい、ホ 
コリや化学薬品のないところに保管してください。長期間の 
保存には、密閉した容器に乾燥剤と一緒に入れるとより安全 
です。 

♦防虫剤の入ったタンスなどに入れないでください。 

♦保管中ち時々電源を入れて、空シャッターを切る（フィル 
ムを入れないでシャッターを切る）よラにしてください。 
また、使用前には整備点検されることをおすすめします。 



ミ毎が旅行が感(監な):ど大切な漏影のときは 

♦前もって作動の確認、またはテスト撮影をしてからご使用 
<ださい。 

♦飛行機をご利用の際は、未現像フィルムやフィルムの入っ 
たカメラは、機内持ち込みされることをおすすめします。 
預け入れ荷物に入れると、場合によってはX線検査でフィ 
ルムび感光する恐れびあります。 

♦万一、このカメラを使用中に、撮影でさなかったり、不具 
合び生じた場合の補償についてはご容赦ください。 


資 

料 
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取 DJB い上のを 意 （つづを) 


1•のしかた 


>カメラボディを清掃するとさは、柔らかいされいな布で軽 
くふいてください。砂びついたときは、こするとカメラに 
傷をつけますので、ブ□アブラシで軽く吹さ飛ばしてくだ 
さい。 

K 弓り距-測光窓び巧れているとオートフォーカスび正しく動 
作しないことびあります。このとさは、乾いた柔らかい巧 
で測距窓の巧れをふさ取って < ださい。 

► レンズ面を清掃するとさは、ブ□アブラシでホコ U 等を取 
り除いてください。ミちれびひどい場合は、柔らかい布やレ 
ンズティツシユにレンズク U —ナーをしみ込ませ、軽くふ 
いて < ださい。 

► シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含むク U —ナーは絶 
対に使わないでください。 


♦ レンズ面に直接指で触れない 
で < ださい。 



ア フターヴー ビスにつし VC 


• 本製品の補修用性能部品は、生産終了後7年間を目ま 
に保有しています。 

♦アフターサービスについては、「アフターサービスのご 
案内」に詳しく記載していますので、そちらをご覧く 
ださい。 


已6 




症状：シャッターび切れない。 


原因 

対策 

ページ 

♦電池の入れちび間違ってい 

参電池を正し < 入れ直す。 

19 

る。 



参フイルムび正しく装填され 

参フイルムを入れ直す。 

21 

ていない。 



参フラッシュび充電中。 

•オレンジランプび点灯 
してから撮影する。 

26 

参被写体に近づさ過ぎてい 
る。 

•緑ランプび点打する距 
離で撮影する。 

26 


症状：写真びブレている。 

原因 

対策 

ぺージ 

参暗い所でフラッシュを使わ 

参シャッター速度び遅く 

39、 

なかったり、夜景ポートレ 

なるとさは兰脚を使用 

40 

ートで撮影したので手ブレ 

する。 


をおこしに。 




症状：写真びボケている。 

原因 

♦撮影時、測距-測光窓に指 
びかかっていた。 

対策 

•測距-測光窓に指など 
をかけない。 

ぺージ 

23 

参レンズや測距-測光窓び巧 
れていた。 

参レンズや測距-測光窓 
をされいにする。 

已巨 

参被写体び [] に入ってな 
かった。 

•ピントを合わせたいも 
のを正しく [] に入 
れて撮影する。 

2己 

♦撮りたい物に極端に近づい 
たので、緑ランプびゆっ< 

り点滅しシャッターび切れ 
たびピントび合わなかた。 

•ピントび合ラ距離まで 
離れて撮影する。 

2 目、 
30 

参 AF の苦手な被写体を撮ろ 
ラとしている。 

参同じ距離にある別の被 
写体に フォー カス □ッ 
クを行ラ。 

28 
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このよラなとをは...？（つづを) 


症状：明るいのにフラッシュび発光する。 1 

原因 

参手ぶれ防止のためフラッシ 
ュび発光することびある。 

対策 

•旧0400などの高感度 
フイルムを使用する。 

ページ 

21 


症状：フラッシュび発光しない。 1 

原因 

•自動発光では、十分明るし觸 
所ではフラッシュは光らなしん 

巧策 

参必要時、強制発光モー 
ドを選択する。 

ページ 

38 


症状：フラッシュを使用したのに写真び暗い。 1 

原因 

対策 

ページ 

参フラッシュ光の届かない距 

参フラッシュ光の届く距 

3已 

離で撮影した。 

離内で撮影する。 



ISO 400などの高感度 



フィルムを使用する。 


参フラッシュの前に指をかけ 

参撮影時はフラッシュの 

23 

ていた。 

前に指などをかけない。 



症状： U モコンによる操作びでさない。 1 

原因 

衣[策 

ページ 

参逆光時など、極端に明るい 

参カメラの向さを変える 

42、 

場所で撮影しようとしてい 

か、セルフタイ7—で 

46 

る。 

撮影する。 



症状：日付表示び点滅している（日付び写っていない） 1 

原因 

•電池交換後、曰付を設定し 
ていなかった。 

巧策 

•曰付-時刻を設定する。 

ぺージ 

已〇 


症状：日付表示を修正でさない。 1 

原因 

参カメラの電源び入っていな 
い状態で修正の操作をしよ 
ラとしている。 

衣[策 

参カメラの電源を入れて、 

曰付-時刻写し込み 
( DATE ) ボタンを巧し、 
SEt 状態で修正する。 

ページ 

已〇 


症状：裏ぶたび開かない。 1 

原因 

参フィルムび入っていないの 
に、開かない。 

対策 

参メインスイッチで電源 
を一度切り、わラー度 
入れ直す。 

ぺージ 

18 


症状：裏ぶたび開かず、フイ J レムび取り出せない。 1 

原因 

衣[策 

ページ 

参フイルムび巻さ戻されてい 

参途中巻さ戻しボタンを 

33 

ない。 

押す。 


•フイルムの巻さ戻しに失敗 

参電池を入れ直す。 

]9、 

した。 


32 


症状：ピント位置びおかしい。 


原因 

衣[策 

ページ 

•測距-測光窓び指紋でよご 

参測距-測光窓のを巧れ 

已6 

れている。 

を/ふさ取る。 


•測距-測光窓に指や髪、ス 

参測距-測光窓に指や髪、 

23 

トラップびかかつていた。 

ストラップびかからな 
いよラにする。 


• AF の苦手な被写体を撮ろ 

参同じ距離にある別の被 

28 

ラとしている。 

写体に フォー カス□ッ 
クを行ラ。 



症状：電池の容量び十分あるのに動かなくなった。 

液晶表示部の表示びすべて点滅する。 

_液晶表示び消えてしまった。_ 

巧策 

電池を入れ直してみてください。繰り返して同じ状態になるとさ 
は、故障ですので、弊社アフター サービス 窓 □、 または、お買い 
上げの販売店に修理をご依頼ください。 


資 

料 
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主な性能 


カメラタイプ 

3已 mm レンズシャッターカメラ 

大ささ 

カメラ本体； ]] 日万（幅） X 

6日万（高さ） X 46万（奥行 ） mm 

レンズ 

ミノルタレンズ37万- 160 mm 
/F 己. 4-12.4 


IJ モコン： 31.已（幅 ）X 66 (高 
さ ）X 6 (厚さ ） mm 

測光ち式 

3分割測光 

質量(重さ） 

カメラ本体：] 9日旨（電池別） 

シャッター速度 

] 日〜]/已日日秒 


U モコン：]2旨 （ U モコン用電 
池含む） 

露出制御範囲 

37.已 mm 時： Ev 3 〜]7 



( ISO 100) 

16日 mm 時； Ev 4.1 〜] 7 



使用可能フィルム感度 

DX コードにより自動設定 
(ISO 2己〜320 0) 



ファインダー倍率 

0.37〜 1.46 倍 



フラッシュ充電時間 

約0万秒〜6万秒 

•本菌こ記載の性能は当社試験条件によります。 

♦本菌こ記載の性能および外観は、都合により予告なく変更 

電源 

カメラ本体： 3 VU チウム電池 
CR 123 AX 1 個または 

DU 23 AX 1 個 

U モコン用： IJ チウム電池 

CR 2032 X ] 個 

することびあります。 


撮影可能本数 

約]4本待斤品電池で電池消耗ま 
でに撮影でさる本数。24枚撮り 
フイルム、フラッシュ已日％使用） 
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MEMO 


MEMO 




コニたレ g た文5巧式貨巧 


[ お客様フオトヴポートセンター I 


弊社製品のデジタルカメラ、フィルムスキャナ、カメラ、交 
換レンズ、露出計などの機能、使い方、撮影方法などのお問 
い合わせをお受けいたします。 

ナビダイヤ J レ 0570-007111 

ナビダイヤルは、お客様び日本全国どこか!5かけても巿内通話料金で通 
話していただけるシステムです。 


TEL 06-6 己 32-620 已 

(携帯電話- PHS 等をご使用の場合はこちらをご利用ください。） 

FAX 06-6532-6252 

受付時間10 : 00〜18 : 00 (日 • 祝日定休） 


ホームページでち鱗社コンパクトカメラ製品に関する情報を 
提供しております。 

http://konicanninolta.jp/compact/ 


0-43325-53158-3 


9223-2479-21 
NI-C401 
Printed in China 







